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個人は集団に所属することで社会的アイデンティティ
を獲得する｡ 社会的アイデンティティは, 個人が自分
自身を集団の成員として意識することによって生じる
自己概念であり, 集団間行動の説明や他成員の評価を
する際の中心概念となる (������� ��	
�	���)｡
ただし, 集団の性質や内容にともない獲得する社会的
アイデンティティが異なるため, 社会的アイデンティ
ティの質的あるいは量的な測定を直接的に行うことは
難しいといわれている (�������)｡ �������
��	
�	(��) は, 個人が社会的アイデンティティ
を獲得するためには, 自らを所属する集団の典型的な
成員と同一視する必要があると述べている｡ そのため

��
���, �����	, ������	����
��� ����(��)
は社会的アイデンティティに含まれる集団に対する愛
着などを測定する尺度を作成した｡ さらに,
��	�����(��) は集団成員が自らを所属集団の一
員として同一視させるプロセスに着目して, 集団への
同一視の程度を測定する集団同一視尺度を作成した｡
この集団同一視尺度によって, 社会的アイデンティティ
における, 集団成員の所属集団へのコミットメントの
程度を測定することが可能となる｡
本研究で着目する点は, 集団に所属する期間の長さ
が集団同一視の強さに及ぼす影響である｡ 最小条件集
団の実験から, 集団に所属するだけでも個人は自らを
所属集団の成員として意識するようになることが知ら
れている (������� ������ �
���������
!����)
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本研究では, 集団に属する期間の長さ (学年) が集団成員の所属集団に対する集団同一視の程度や
集団成員イメージ評価に及ぼす影響を調べた｡ 心理学科�年生から-年生の大学生�-�名 (�年生#.
名, �年生"名, -年生��名) を対象にして��	�����(��) の集団同一視尺度を用いて所属集団
である心理学科に対する同一視の程度を測定し, また心理学科の成員として好ましい (好ましくない)
集団成員イメージ評価を行った｡ 集団同一視尺度への因子分析の結果, -つの因子：集団そのものへ
の愛着, 集団成員への愛着, グループ成員としての自覚が抽出された｡ 所属期間の長さが心理学科へ
の同一視に与える影響を検証したところ, ｢集団そのものへの愛着｣ を示す下位因子において, �年
生の同一視が最も強かった｡ 集団成員イメージ評価については, 好ましい成員に対して�年生が-年
生よりも高い評価を下していた｡ さらに集団同一視と集団成員評価との間の相関を測ったところ, 集
団同一視尺度の集団そのものへの愛着の因子とグループ成員としての自覚の因子の�因子で, 好まし
い成員イメージ評価との間の有意な相関が見られた｡

�����：集団同一視, 成員イメージ評価, 所属期間
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が, 集団に所属して時間が経過すると, 成員としての
意識はどのように変化するのであろうか｡ 垂澤・広瀬
(����) は, 集団成員の流動性が成員の内集団共同行
為や社会的アイデンティティへの影響を実験的に検討
している期間中, �回にわたって所属集団に対する愛
着や自尊心を測定する簡単な質問紙調査を実施し, 実
験の経過に伴って所属集団への愛着や自尊心が強まる
という知見を得ている｡ 長い期間同じ集団に所属する
ことで, 集団の目的に沿った行動を多く行うことにな
り, 集団内のほかの成員との相互作用も増加する｡ 集
団に長く所属している成員は, そうでない成員よりも
所属集団に対してより強くコミットメントすることが
考えられ, 集団に対する同一視は集団に所属する期間
が長くなるにつれて強まると予想される｡ そのことか
ら本研究では所属期間の長さを基準として, 所属期間
の経過による集団同一視の変化を測定し, 分析する｡
������	�(
��
) の集団同一視尺度には�つの下
位因子が含まれている｡ 所属集団そのものに対する感
情的・価値的な同一視を測る質問群から成る
������因子と, 所属集団の他の成員に対する感情
を測る質問群で構成される�������因子である｡
������因子については, 所属した集団をよく知る
ことで所属集団への愛着が増し, 責任ある立場に立た
されるなどの出来事を経験することで成員としての自
覚が強まることがあるだろう｡ 集団で行われる活動へ
の興味・関心は, 集団への愛着や関心と関連する部分
も多い｡ したがって集団での活動をある程度の時間継
続して行うことで, ������因子の程度は所属時間
の経過にともなって高まっていくであろう｡ また
�������因子に関しては単純接触効果 (�������

���) から, 集団成員に対してより多く接することで,
成員へのより好ましい感情が導かれる｡ 成員間の相互
作用は所属期間の長さにともなって増えていくと考え
られる｡ そのため所属期間が長くなることで
�������因子の得点も������因子の場合同様,
高まっていくことが予想される｡
また所属集団の他の成員との関わりについては, 集
団同一視尺度の�������因子で測定されているよ
うな相互作用を持つ他の所属集団の成員への愛着だけ
ではない｡ 直接的な相互作用はないものの, 集団の特
徴や雰囲気を形作っている没個人化した成員のイメー
ジへの評価もあることが考えられる (�����������

���)｡ そこで, 本研究では集団同一視に対するもの
と同じく, 所属期間が長くなることで集団成員のプロ
トタイプの評価としての集団成員評価も変化していく

のでないか｡
��� ����!"���#�$ %�#���(
���) が行った黒

い羊効果の研究で, 成員への評価は所属集団の評価と
繋がることが示されている｡ そのため集団において成
員評価の土台となるであろう成員イメージへの評価も
所属集団への意識に関連があると考えられる｡ また黒
い羊効果 (��� ����!"���#�$ %�#����
���) に
関連する大石・吉田 (���
, ����) の研究では, 集団
同一視の強さが所属集団の成員に対する評価に影響を
及ぼすことを明らかにしている｡ 所属集団に対する集
団同一視が高い成員は低い成員にくらべて, 好ましい
内集団成員への評価をより高くし, 逆に好ましくない
成員に対する評価はより低くする｡ そのことから集団
同一視の程度に影響を与える要因は, 集団成員に対す
る態度にも同様の影響を与えると考えられる｡
本研究では�つの質問紙を用いて, 
) 集団への所
属期間の長さが集団同一視の強さに及ぼす影響, �)
所属期間の長さが所属集団で行われる活動に対する興
味や関心に及ぼす影響, �) 集団への所属期間の長さ
が所属集団の好ましい (あるいは, 好ましくない) 成
員のイメージに対する評価へ及ぼす影響, および, &)
集団同一視の強さと成員のイメージに対する評価との
関連性の&つの問題を検討する｡
本研究では, 調査対象者は心理学科の学部学生であ
ることから, 学年の進級を所属期間の経過と捉え, 学
年が進むにつれて集団同一視, 集団活動への興味・関
心, また集団成員イメージへの評価がどのように変化
するか検討する｡
質問紙
では, ������	�(
��
) の集団同一視尺

度 (
�項目版) を用いて成員の持つ集団同一視の強さ
を測定する｡ 集団同一視の比較的長期の所属期間にお
ける変化を見るため, 今回の研究では大学文学部心理
学科の
年生から�年生を調査対象者とし, 学年の違
いによって集団同一視がどのように変化するかを検討
する｡ 集団同一視に含まれる下位概念のそれぞれにつ
いても, 所属期間の長さがそれぞれどのように影響を
与えているかを調査する｡ また心理学科における活動
である, 心理学という学問に対する興味や関心が学年
の違いによって変化するかも検討する｡ 垂澤・広瀬
(����) の知見から, 集団に所属する年数が長くなれ
ばなるほど集団同一視の程度が高まるという仮説を立
てた｡ また, 心理学への興味・関心についても同様に,
集団に所属する年数が長くなると強くなるという仮説
を立てた｡
質問紙�では調査対象者に集団成員として好ましい
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成員と好ましくない成員のイメージを特性形容詞にど
の程度あてはまるかを評価させた｡ その評価結果が学
年の違い, すなわち所属期間の違いによってどのよう
に変化するかという, 成員評価への所属期間の長さの
影響を検討する｡
また, 尺度によって測定される集団同一視の強さと,
心理学への興味・関心, 成員イメージとの間にどのよ
うに相関が見出されるかを検討することで, それぞれ
関連を調べる｡

� �

����� �大学文学部心理学科に所属する �

年生から �年生までの大学生���名｡ �年生が��名
(男子��名, 女子��名), �年生が	�名 (男子��名, 女
子��名), �年生が��名 (男子�名, 女子��名)｡
���	
��� �

�年の�
月下旬から��月上
旬にかけて調査を実施した｡ �年生と�年生の全調査
対象者, および�年生の調査対象者の半数については
講義時間を利用して調査用紙を配布し, 回答をさせた｡
�年生の調査対象者のうち残りの半数については, 各
対象者のゼミの時間に質問紙を配布し, 調査対象者各
人で個人的に回答を行わせた後に提出させた｡
質問紙�では�������(����) の集団同一視尺度
日本語版の��項目を用いて, 調査対象者の所属集団で
ある心理学科に対する集団同一視を�件法で回答させ
た｡ なお集団同一視尺度における所属集団の部分は心
理学科と表記して調査を行った｡

集団同一視尺度��項目に続いて, 心理学という学問
に対して各調査対象者がどの程度強く興味や関心を持っ
ているかなどを測定するための�項目の質問 (�件法)
にも回答させた｡ この�項目は調査者のオリジナルの
項目である｡ 具体的な質問内容は, ｢あなたは自分が
どのくらい心理学に熱心だと思いますか？｣, ｢あなた
は心理学を面白いと感じますか？｣, ｢あなたの心理学
への興味は弱いほうだと思いますか, 強い方だと思い
ますか？｣, ｢あなたは心理学の勉強に苦痛を感じます
か？｣ (逆転項目), ｢あなたは心理学を将来役に立て
たいと思いますか？｣ となっている｡ 本研究ではこの
�項目の質問を一群の心理学興味因子として扱ってい
る｡
質問紙�では調査対象者に, 彼らが所属している心
理学科における, 好ましい成員としての学生イメージ
と, 好ましくない成員としての学生イメージとをそれ
ぞれ思い浮かべさせ, 調査者が選定した性格特性に関
連する��個の形容詞がその成員イメージにどの程度あ
てはまるかを, �(全くあてはまらない), から�(非
常に良くあてはまる) までの�件法で評価させた｡
質問紙�と質問紙�はひとまとめにされ, 一連のも
のとして実施された｡

� �

������������

所属期間の長さが集団同一性に影響を与えるかどう
かを検討するのに先立って, 調査対象者が所属集団に
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抱く集団同一視にはどのような側面が含まれているか
を調べるため, 集団同一視尺度の回答結果について因
子分析を行った (最尤法, プロマックス回転)｡ 因子
負荷量が低かった �｢あなたは典型的な心理学科の人
だね｣ と言われたら, よい感じがしますか, それとも
悪い感じがしますか？�, �あなたの考えや行動に影
響を与えた人が, 心理学科内にはどれくらいいます
か？�, �｢自分は心理学科の人間なんだなあ｣ と実感
することがありますか？�の�項目を除外した後, 残っ
た�項目で再び因子分析を行った (表�)｡
因子分析の結果, 集団同一視尺度への回答結果から
は�つの因子が抽出された｡ 第�因子は, 集団に対す
る直接的な愛着を測る�項目で構成され, これを集団
愛着因子と名づけた｡ 第�因子は, 所属集団の他の成
員に対するコミットメントについて尋ねた質問項目�

項目からなる因子で, これを成員愛着因子と名づけた｡
第�因子は, 集団成員としての自己意識に関する質問
項目からなる因子で, これを成員性意識因子と名づけ
た｡ この第�因子は, �	
	�	�	(����) が抽出した
��
���因子から新たに抽出された因子であった｡

��������	
�����

集団への所属期間の長さが集団同一視の高低に影響
を与えるかを調べるため, 集団同一視の全因子の平均
得点と各因子における得点について, 学年を要因とす
る被験者間の�要因分散分析を行った (表�)｡ 同一
視の全因子の平均得点に関しては, 学年による主効果
が見られた (�(�,���)＝�����＜���)｡ �����法に
よる多重比較の結果, �年生の同一視得点が�年生の
同一視得点よりも有意に高くなった｡ 集団同一視の各
因子においてもそれぞれ分散分析を行ったところ, 集
団愛着因子において学年による主効果が見られた (�
(�,���)＝�����＜���)｡ �����法による多重比較の
結果, �年生の同一視得点は�年生の同一視得点より

有意に高く, また�年生の同一視得点よりも高くなる
傾向にあった｡ 成員愛着因子と成員性意識因子におい
ては, 学年間では同一視には差は見られなかった (�
(�,���)＝�������), (�(�,���)＝�������)｡ これら
の結果から, 所属期間は集団同一視の中の集団そのも
のへの愛着に対して起きているといえる｡ しかしなが
らその結果は, 集団同一視の得点は�年生においてもっ
とも高くなり, �年生でもっとも低くなるという, 所
属期間が長くなるほど高い集団同一視を示すであろう
という当初の仮説を支持するものではなかった｡

�������������	
�����

調査対象者の心理学という学問そのものに対する興
味や関心が, 学年が進級していくにつれて変化してい
るかを測定するため, 心理学興味因子に対して学年を
要因とする被験者間の�要因分散分析を行った結果,
学年による主効果が見られた (�(�,���)＝�����＜
���)｡ �年生の心理学の興味に対する得点は�年生よ
り有意に高く, また�年生は�年生よりも高くなる傾
向にあった｡ このことから�年生になると心理学への
興味や関心がそれ以前と比べて減退するという結果を
得た｡ この結果もまた, 所属期間が長くなると心理学
への興味・関心も強くなるという予測とは反対のもの
であった｡ 単純に長く集団と接することがその集団で
行われる活動への興味・関心を強めるわけではないと
いうことがわかる｡

���������� ���	
�����

表�は調査対象者がそれぞれ抱いている心理学科の
学生として好ましい成員のイメージと好ましくない成
員のイメージについて, ��項目の形容詞にどの程度あ
てはまるかを評価させ, 内集団成員への評価得点とし
て測定したものである｡
所属期間の長さが成員イメージへの評価に影響を与
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えるかを調べるため, 心理学科の学生として好ましい
成員イメージへの評価得点と好ましくない成員イメー
ジへの評価得点をそれぞれ, 学年を要因とする被験者
間の�要因分散分析で比較した (表�)｡
好ましい成員イメージにおいて, 主効果が見られ
(�(�, ���)＝�����＜�	
), ����法による多重比
較の結果, 好ましい成員イメージへの評価において�

年生が�年生よりも有意に高い得点を示していた｡ 好
ましくない成員イメージへの評価に関しては学年間で
有意な差は見られず, 所属期間の長さの影響はみとめ
られなかった (表�)｡ 成員評価については, 所属期
間の長さは好ましい成員イメージに対してのみ影響を
与えていた｡ しかしながら好ましい成員イメージの評
価への所属期間の影響も集団同一視に対する場合や心
理学への興味・関心に対する場合と同じく, �年生は

心理学科の好ましい成員イメージに対して�年生より
も高い評価を下しているという結果が得られた｡

��������	
�������������

��

集団同一視および心理学興味因子と成員イメージ評
価との間に関連があるかを検証するために, 集団同一
視尺度の各因子得点と成員イメージの評価得点の相関
を求めた (表
)｡
その結果, 集団同一視の各因子と好ましい成員イメー
ジ評価との相関係数を求めたところ, 集団愛着因子
(�＝��	, �＜�	
) と成員性意識因子 (�＝���, �＜
�	�) の�つの因子において好ましい成員イメージ評
価との間にそれぞれ有意な相関が見られた｡ つまり集
団同一視の集団そのものに対する愛着や, 自らをより
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強く心理学科の一員として自覚している度合いが高ま
るほど, その成員の好ましい成員イメージへの評価が
高まると考えられる｡ 一方, 好ましくない成員イメー
ジは集団同一視との相関が見られなかった｡
心理学興味因子は心理学科への集団同一視の全て因
子に対して有意な正の相関が見られた｡ 心理学という
学問に対する興味が, 心理学科の同一視に関連してい
るこの結果は同一視を構成する質問内容からも妥当だ
と考えられる｡ しかし心理学興味因子と好ましい, あ
るいは好ましくない成員イメージ評価との間には, 有
意な相関をみとめられなかった｡

� �

質問紙�における集団同一視尺度の因子分析から,
�������� (����) が明らかにした �	
���と
�	������の�因子だけでなく, 成員個人の意識に
関する質問項目からなる�番目の因子が抽出された｡
本研究において新たに抽出された成員性意識因子は
��������(����) の�	
���に含まれる�つの質問
項目から構成されている｡ これは��������(����)
が集団同一視尺度の作成にあたって, �	
���の中
に想定していながらも明確な分離がなされなかった,
所属集団に対する情緒的な愛着 (���������) と所属成
員性の認識 (��
������) に関する�つの要素のうち,
��
������の要素に対応していると考えられる｡ 所属
成員性の認識が, 調査対象者の所属集団によっては
�	
���因子の中に含まれるか, あるいは本研究に
おける結果のように個別の因子として意識されるかは,
各集団の性質の違いに由来することが考えられる｡
��������(����) では調査対象者はコンピュータ専
門学校の生徒であった｡ 専門学校で行われている活動
は, 生徒の将来のキャリアに非常に密接に関連してい
るため, 集団の性質と調査対象者の生徒の成員性の認
識が近くなり, 所属集団に対する情緒的な要素と集団
成員性の認識が区別されない結果となったと思われる｡
一方で本研究の調査対象者である心理学科の学生は,
集団で行っている活動が各対象者のその後のキャリア

に直接結びつく意識には乏しいと思われ, そのため所
属集団に対する情緒的な愛着と所属成員性とが分離し
て抽出されたものと思われる｡
本研究の結果では, 当初仮定していたような所属期
間が長くなるにつれて同一視や心理学への興味, 成員
イメージ評価が高まるという明確な結果は見られなかっ
た｡ 集団愛着因子において�年生になると同一視が低
下していることから集団そのものに対する感情的な愛
着感や心理学に対する興味, 好ましい成員イメージは,
�年生に学年がすすむことで低下していることから,
�年生に進級することでもたらされる変化が集団成員
の意識に強い影響を与えている可能性がある｡ 考えら
れる変化としては, 本研究の調査対象者である心理学
科の学生は, �年生になると全員がゼミという少人数
の集団に属し, 心理学科とゼミという心理学を学ぶ二
種類の集団に同時に所属することとなる｡ どちらの集
団も心理学を学ぶという目的については共通しており,
�年生が抱く集団成員性の性質は双方の集団で共通し
ている｡ ��������(����) の研究においては成員性
が高い集団は凝集性が高いという結果が得られている｡
ゼミは学科と同じく心理学を学ぶにしても, 学ぶ内容
がより専門的になり, 卒業論文の製作という大学生活
の総決算にかかわる活動を行うため, 各成員の活動内
容や活動目的がより明確かつ具体的になる｡ 自己カテ
ゴリー理論 (���������������) によると, 集団の
性質が成員にとって関係が深い状態にあったり, 成員
性が用いられやすい集団により強い社会的アイデンティ
ティを抱くとしている｡ また�����と�� ���(����)
は, 集団の性質が顕在化するかどうかはそれが環境の
中で, 集団の性質が刺激として他の刺激に対して相対
的に突出する程度であるとしている｡ 学科とゼミをそ
れぞれ別の集団とした時, 成員性の種類が同じもので
あるにせよ, ゼミの成員性が学科の成員性よりも強い
刺激として意識されることでゼミの成員性の方がより
強く顕在化すると考えられる｡ そのためゼミと学科と
いう同じ成員性を持つ�つの集団の比較したときによ
り明確に成員性を意識すると思われるゼミへ同一視の
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源泉が移ったと考えられる｡ しかしながら, 本研究で
はそれぞれの学年ごとの調査対象者に対して調査を行っ
ている｡ すなわち同じ集団を縦断的に調査したもので
はないため, 各学年の成員における性質の差が結果に
つながった可能性も考えられる｡ その検証は今後必要
となろう｡
集団同一視と心理学への興味や関心との関連につい
ては, ����(����) は内集団の成員に対する社会的
魅力は非個人化されたものであるため否定的なもので
はありえないとしている｡ 社会的アイデンティティに
基づいて内集団成員のイメージを評価することは, そ
の成員の一員である自己評価も高めることも含んでい
るため, 基本的に集団成員イメージの好ましい部分を
想起するはずである｡ さらに本研究は ��	
��
������(����) をはじめとする内集団と外集団とを
比較した実験のように, 外集団との葛藤もなければ,
��������(����) のように外部からの所属集団の評
価への脅威もない｡ そのため内集団ひいき (��	
����
�������) や, 黒い羊効果 (����������������)
のように, 成員評価を高めたり, 貶めたりして所属集
団の価値を守る必要がないために, 集団同一視と好ま
しくない成員イメージとの関連が見られないものと推
測できる｡ 社会的アイデンティティの重要な構成要素
のひとつが自己高揚動機であること (���������)
から, 同一視の上昇には集団に対する価値的な側面を
含む感情的コミットメントが関わっていると考えられ
る｡
成員愛着因子は成員イメージ評価との間に相関を見
出すことができなかった｡ 成員が所属集団において成
員性を獲得する心理過程に着目した自己カテゴリー理
論 (���������������) によると, 各成員は所属す
る集団を最も体現する典型的な成員 (プロトタイプ)
の性質に自らを近づけていくとされている｡ このこと
から成員イメージ評価とは心理学科のプロトタイプへ
の評価だと思われる｡ 一方で, 集団同一視尺度に含ま
れる成員愛着因子は周囲にいる実在の他成員へのコミッ
トメントの程度であると考えられる｡ プロトタイプへ
の評価はあくまでも成員自身が自己を集団成員へと近
づけていくためのプロセスの一つと考えられる｡ その
ため他の内集団成員への評価とは関係がないという結
果に繋がったと思われる｡
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